
繋がる現場を実感！スマートコンストラクションアプリ

現場の声から、�
決めた導⼊

今回の現場は、奈良県桜井市から⼤阪湾
へ注ぐ、⼀級河川の⼤和川。⼤阪府堺市
の堤防を強化する⼯事。施⼯するのは⼤
阪市に拠点を置く南海⾠村建設(株)様。
導⼊の経緯を統括所⻑の湯浅⾠彦さんに
聞いた。「当初、この現場の計画は部分
的に情報通信技術を⽤いた油圧ショベル
（ＩＣＴ建機）を使⽤するというもので
した。折⾓なのでこの機会に全⾯的にＩ
ＣＴを活⽤してみようと考え、発注者様
と協議を⾏い、ＩＣＴ活⽤⼯事の現場と
して認定されました。 i-Construction
をどのように進めるか検討していたとこ
ろ、ある現場で使⽤していた、マシンコ
ントロールのＩＣＴ建機がとても使いや
すいし、精度も良いという声を聞き、そ
れならスマートコンストラクションを導
⼊しようと決めました。」と教えてくれ
た。

統括所⻑ 湯浅⾠彦さん 
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また導⼊したい�
スマートコンストラクション

「初めてのスマートコンストラクション
に少し⼾惑いました。」と湯浅所⻑は話
す。「初めてのことばかりで、私はスマ
ートコンストラクションアプリの使い
⽅、オペレータはＩＣＴ建機の操作⽅法
に少しですが⼾惑いました。疑問が⽣じ
たり不安を感じた時にはサポートセンタ
がすぐに対応してくれていましたので、
気が付いたら使いこなしていました。」
と教えてくれた。導⼊した効果を聞く
と、「これまでは、進捗と転圧は別々の
システムを使⽤して管理していました
が、複雑でとても難しいと感じていまし
た。スマートコンストラクションアプリ
には必要な情報がまとまっているので、
⽇々の管理が楽になりました。アプリで
は現場の確認したい進捗情報や設計図⾯
が表⽰だけでなく⽐較や登録も出来るの
で作業効率が向上しましたし、現場がつ
ながっている事が実感できました。ＩＣ
Ｔ建機は丁張などの⽬印に頼らなくても
作業が出来て格段に⼿間が減少しまし
た。また導⼊したいと思います。」と話
した。
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